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Ⅰ 研究主題について 

１ 主題設定の理由  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 主題について  

    

 

 

 

 

Ⅱ 研究の仮説 

 

 

 

研究主題 

「楽しい学びの中で、確かな学力を育てる算数科学習」  
～思考力・表現力・判断力を育むための言語活動の充実を目指して～  

【今日的課題から】  

・ＰＩＳＡ調査や全国学力・学習状況調査等の結果から、

知識や技能を活用して課題を解決することに必要な「思

考力・判断力・表現力」の育成が課題とされている。 

・平成２０年１月の中央教育審議会答申の中で、国語科を

中心にしてすべての教科等で言語活動に取り組むこと

で、言語の能力は高められ、そのことで「思考力・判断

力・表現力」の育成が図られることが述べられた。 

・新学習指導要領では、数学的な「思考力・判断力・表現

力等」を育成するために、算数科における言語活動を充

実することが求められている。 

【これまでの研究過程から】  

・開校以来、学力充実の取組を続け、特に算

数科の指導方法について研究し、毎年、自

主的な公開授業研究会を開催してきてい

る。 

・熊本型授業及び教育行動指標を踏まえ 

基礎的・基本的事項の習得とそれらの活用

を図るための授業づくりを推進している。 

・児童の考えを深める言葉かけ、授業の本質

にせまるような発問等の必要性を感じてい

る。 

【児童の実態から】  

・児童の算数の学習に対する意識調査では、７割の児童が

算数は好きと回答している。 

・自分の考えを友達に説明すること、多様な考え方をする

ことが好きだと答える児童が増加している。 

・県学力調査の結果から、「知識・理解」「表現・処理」領

域の定着率に比べて「数学的な考え方」の定着率は低い。 

 

【本校教育目標等から】  

・本校の歴史と伝統を重んじ、家庭・地域と

の連携をもとに、豊かな心と確かな学力を

持ち、２１世紀の国際社会をたくましく生

き抜く子どもを育成する。 

・問題解決の能力を育て、主体的に学習に取 

り組む児童の育成を目指す。 

取 

り組む児童の育成を目指す。 

楽しい学び 

確かな学力 

言語活動 

思考力・表現力・判断力

力 

・児童が算数のよさに気づき、学ぶ楽しさを感じたり、充実感

を味わったりすること捉えている。  

 ・基本的・基礎的な知識や技能、知識や技能を活用して問題

を解決するための思考力・判断力・表現力、学習意欲と捉

えている。  

 ・自ら考え判断する力、またその過程や結果について言語活動

を通して表現できる力と捉えている。  

 

 

・算数科においては、日常の言語をはじめ、数、式、図、表、

グラフなどを用いて考えたり、自分の考えを説明・表現した

りする活動と捉えている。  

 

 【仮説１】  

○学習過程の各段階に応じた言語活動を工夫すれば、自分の考えをしっかり持ち、友達

との学び合いにより考えを深めることができ、思考力・判断力・表現力を育むことが

できるであろう。 

【仮説２】  

○算数科における言語活動を行うためのスキルを身に付ける工夫をすれば、児童が算数

的活動に積極的に取り組み、思考力・判断力・表現力を育むことができるであろう。  



Ⅲ 研究の構想 

 

Ⅳ 研究の実際 

 １ 授業における言語活動の工夫（仮説１の検証） 

 （１）「つかむ」段階における言語活動の工夫 

① 問いを持てるような課題提示を行う取組 

「つかむ」段階で本時の課題を提示した際に既習事項との違いを挙げさせ、本時のめ

あてへつなげるようにした。【資料１】 



 

 

 

 

 

② 既習事項と関係づけて考えさせる取組 

本時の課題を解決する見通しをもたせるために、既習事項を想起させ、生かすように

した。【資料２】 

 

 

 

 

 

  ③ 本質にせまる学び合いにつなげる取組 

    「深める」段階で話し合いをより深めるために、この部分に焦点を当てて話し合わせ

たいというねらいを持ち、児童の考え方を質の高い方へ導くようにした。【資料３】 

 

 

 

 

 

 （２）「やってみる」段階における言語活動の工夫 

  ① 具体物・言葉・数・式・絵・表・グラフなどを用いて考え、ノートやシートに表現させる 

自分の考えをノートやシートに表現する際には、具体物、言葉、数、式、絵、表、グ

ラフなどを用いて友だちや先生に自分の考えが伝わるような表現の仕方をさせるよう

 

 【１年生 たし算（２）】 

Ｔ：今までのたし算とどこがちがうかな。 

Ｃ：これまでは、答えが１０をこえていな

かったけど、９＋４だと１０をこえて

しまいます。 

Ｔ：では、今日はどんなめあてにしましょ

うか。 

 【資料１ 既習事項との違いを考える場面】  

【資料２ 既習事項と関係づける場面】  
 

 【５年生 直方体や立方体の体積】 

Ｔ：複雑な形なのにどうしてできるの？ 

Ｃ：面積と同じようにすればいいと思い 

ます。 

Ｔ：面積のときはどんなふうにしたかな？ 

Ｃ：分けたり補ったりしました。 

 

 

 【４年生 計算のきまり】 
Ｔ１：○○先生の囲み方はわかりにくいですよね。 

Ｔ２：△△先生の囲み方はすっきりしていますが、

図が大きくなった時に大変ですよね。そう思

って私は４のまとまりごとに囲もうとした

んですが・・・ 

Ｔ１：では、「工夫する」というのは、①分かりや

すく囲む②同じ数のまとまりを作るという

ことですね。 

 

【資料３ 本質にせまる学び合いにつなげる場面】 



にした。【資料４】 

  ② Ｔ１とＴ２で連携し、全員に必ず１つは考えを持たせる 

取組→指導案評価① 

 学習指導要領解説算数編に、「考える能力と表現する能力 

とは互いに補完しあう関係にあるといえる」と示されてい 

る。よって、「深める」段階で自分の考えを表現するために 

は、「やってみる」段階で全員に必ず１つは自分の考えを持 

たせておくことが大切であると考える。そこで、指導案の 

「やってみる」の段階に評価①を設け【資料５】、自力解決 

の評価を行い、Ｔ１とＴ２で連携し、個に応じた指導を行 

うようにした。 

 

 

 

 

 

  

（３）「深める」段階における言語活動の工夫 

  ① ２人での学び合いの目的を明確にし、児童に学び合いの視点を与える取組 

    ２人での学び合いの目的を以下のように捉え、授業の内容や場面によって学び合いの

目的を明確にし、目的に合った方法で行うようにした。 

   【】  

 

 

 

 

【資料４ ２年生のノートの例】  

 

【資料５ 評価１を示した学習指導案の例】 

 【２人での学び合いの目的】  

○全員の発表の場とする。  

○全体での発表の練習の場とする。  

○かかわりを持たせ、お互いのよさを認

め合う。  

○友達と考えを交流し、考えを深める。  

○分からないところを教え合う。  

【２人での学び合いの方法】  

○２人でじっくり話し合わせたい場合

→（例）隣の席の人と  

○多様な考えに触れさせたい場合  

 →（例）席を立って３人の人と  

○考えが少ない方から説明し、もう一方

が違う考えを説明する など  



  ② 全体での学び合いの方法を工夫し、児童の思考力を深める取組 

    全体で学び合いを行う際には、友だちの説明 

を聞くだけではなく、友だちの式から考え方を 

読み取ったり、または図から考え方を読み取っ 

たりする方法を取り入れ、言語活動の充実を図 

るようにした。児童に考えてほしい考え方が出 

なかった場合は、Ｔ２が式のみを提示し、どん 

な考え方なのか揺さぶりをかけ、話し合うよう 

にした。【資料６】 

  ③ 全体での学び合いの中で、本質にせまる発問を工夫する取組 

    全体での学び合いでは、練り上げの段階で児童の考えを統合化するのか、または、よ

りよい考えを選ぶのか、教師が授業の本質を明確に理解しておく必要がある。その上で、

本質にせまるような発問を工夫していくようにした。【資料７】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ④ 適用問題を解かせ、評価を次の指導に生かす取組→指導案評価② 

   「深める」段階の最後に適用問題を解かせ、指導案の評価②に基づいて評価し、指導

に生かすようにした。授業内容によって評価②のパターンを変えるようにした。 

【５年生 直方体と立方体】 

 

 

 

 

  

 

 

【資料６ ５年生 全体での学び合いの例】 

【統合化する】 

 

 

 

 

  

 

 

【よりよい考えを選ぶ】 

 

１年生「たし算（２）」の例 

９＋４の計算の仕方について、ブロック

図、言葉、計算３つの考え方を発表させ、

「似ているところはどこですか。」と発問

することで、１０のまとまりに気づかせる

ようにした。 

 

５年生「図形の角」の例 

四角形の内角の和を求める学習で、いくつ

かの考えの中から「どの考えが一番簡単で

すか。」と発問することで、よりよい考え

（はかせどん）を選ぶようにした。 

【資料７ 全体での学び合いにおける発問の例】  



   

 

 

 

 

 

（４）「まとめる」段階における言語活動の工夫 

  ① 分かったことを児童の言葉を生かしてまとめる取組 

    分かったことをまとめる際は、学年の段階に応じたまとめ方でまとめるようにした。 

 

 

  ② 授業の振り返りを行い、成就感や達成感を味わうことができるようにする取組 

    授業の振り返りでは、教室に掲示した「振り返り名人」【資料８】に沿って振り返

りをノートに書いたり発表したりすることで、自己の学びを振り返り、成就感や達成

感を味わい、次時への意欲につなげるようにした。【資料９】 

 

 

 

 

 

（５）各学年部における具体的な取組の例 

   言語活動の充実を図るための授業の工夫について、以上のような取組を行ってきた。 

学校全体で共通理解を図り、低学年、中学年、高学年の系統を考えながら、それぞれの 

段階に応じた取組を行うことを心がけてきた。 

 各学年部において言語活動の充実を図るための具体的な授業展開の例を以下に示す。 

評価②【数学的な考え方】（シート） 

（A）位ごとに分け、乗法九九を使って３位数×１位数の計算の 

しかたを考えることができる。 

（B）乗法九九を使って３位数×１位数の計算のしかたを考える 

ことができる。 

 

 

 

 

  

 

 

評価②【数学的な考え方】（シート） 

（A）複数の考え方で複合図形の体積の求め方を考えている。 

（B）１つの考え方で複合図形の体積の求め方を考えている。 

 

 

 

  

 

 

評価を考え

方の深さで

評価する場

合 

評価を考え

方のバリエ

ーションで

評価する場

合 

【３年生「かけ算の仕方を考えよう」の例】 

【５年生「直方体や立方体」の例】 

【低学年】分かったことを出し合いながら教師と一緒にまとめる。 

【中学年】分かったことをめあてを意識しながら教師と一緒にまとめる。 

【高学年】分かったことを自分の言葉でまとめる。 

 
【資料９ 振り返りを書いたノートの例】  

 【ふり返り名人】～中・高学年用～ 

レベル①今日は、○○ということが分かり 

ました。（まとめの言葉を使って） 

レベル②わたしは、○○と思いました。 

（～は分かりやすい・～はむずかしいなど） 

レベル③～さんが、○○していたところが 

すごいと思いました。 

レベル④次は、○○をがんばりたい。 
 

 

【資料８ 振り返り名人】  



【低学年部の取組】

１ 授業の実際 平成２４年 １１月実施（第２学年）TT

（１）単元名「九九をつくろう（かけ算２）」

（２）本時の学習

①目標 ものの数を乗法を用いて工夫して考え、図などを使って説明することができる。

②展開

過程 学 習 活 動 児童の反応や TT の関わり 考 察

つ

か

む

５

分

１ 本時の問題を知る。

２ 本時のめあてをつか

み、解決の見通しを持つ。

Ｔ：はこの中のチョコレートは

全部で何個ありますか。

Ｃ：今日は、なくなっていると

ころがある。

Ｔ：いままで学習したことを使

ってできそうですか。

Ｃ：できそう、できそう。

Ｃ：３×３？

【課題提示の工夫】
○既習学習と本時の学習を関係づけて

提示することで、「かけ算でできそう

だ」という見通しを持たせることがで

きた。

前時 本時

や

っ

て

み

る

10
分

３ 求める方法を考える。

（自力解決）

Ｔ：自分の考えを式で書き

ましょう。どんなふうに

考えたかわかるように、

図や言葉で説明しましょ

う。１つできた人は、２

つ目をしていいです。

〈Ｔ２の関わり〉 【自分の考えをしっかり持たせる工夫】

○図を囲んだり、言葉や数字を書き込ん

だりして自分の考えを式と対応させ

て表現していた。

○Ｔ１は児童の考え方の把握と発表の

準備を進めた。

○Ｔ２はつまずきがみられる児童に個

別指導を行った。その際、同じ数のま

とまりを意識させる声かけをした。

○Ｔ１、Ｔ２で分担して全員が自分の考

えを持てているか、確認と励ましの丸

付けを行った。

○全員が自分の考えを持つことができ

た。

深

め

る

25
分

４ 考えを伝え合い、話し

合う。

〈二人学び〉

〈全体学び〉

① 全部を発表

Ｃ１：ぼくは、まず、上にある３を

空いているところに動かしまし

た。そして、６のまとまりが４こ

になりました。だから、式は６×

４です。答えは２４になりました。

質問や感想はありませんか。

Ｃ２：どうして３を動かしたんです

か。

Ｃ１：動かすと、６のまとまりがで

きるからです。

Ｃ２：わたしは、分けて計算しまし

た。３×３＝９。５×３＝１５。

９＋１５＝２４。答えは２４です。

Ｃ１：３×３は、図のどこですか。

Ｃ２：ここです。（図を指さす。）

Ｃ１：ぼくの式がわかる人はいます

か。

【学び合いの方法の工夫】＾
○児童一人一人に、自分の考えを言葉を

使って説明する機会を設定した。

○「はじめに、つぎに、だから」といっ

た順序を表す言葉を使って説明する

ようにした。

○言葉だけでなく書き込んだ図を使っ

て説明するように促し、図と言葉・式

を関連づけるように意識させた。

○発表の際、友達の図から式に表した

り、友達の式を見てその意味を推測

し、言葉で説明するなどの活動を取り

はこの中のチョコレートは、

ぜんぶで何こありますか。

チョコレートの数をくふうしてもとめましょう。

児童のシート



② 図のみ発表

（分ける）

③ 式のみ発表

（動かす）

④ 式のみ発表

（全体から引く）

５ 練習問題を解く。

Ｃ２：２×３と６×３です。

Ｃ３：つけ加えます。６＋１８です。

Ｃ４：どうして線を引いたのですか。

Ｃ１：ここで分けて考えました。

Ｔ：「分ける」は算数の言葉ボックス

にあったね。

Ｃ５：ぼくは、６×４＝２４にしま

した。

Ｔ：どんな技を使ったのかな。

Ｃ６：移動させました。６のまとま

りが、４つ分の意味です。

Ｃ７：わたしは、３０－６＝３０に

しました。わたしの式の意味がわ

かりますか。

Ｃ８：３０はどこのことですか。

Ｃ７：全部のことです。

Ｔ：３０を出す式は、どうしたので

すか。

Ｃ：５×６＝３０だと思います。

Ｃ９：この透明な○は何ですか。

Ｃ７：食べてなくなったからです。

ここの式は、３×２＝６です。

Ｔ：この技は何にしようか。

Ｃ：引く。

Ｃ：同じ数のまとまりを使っていま

す。

Ｃ：全部かけ算を使っています。

入れていくことで、式の持つ意味を考

えさせ場面理解を深めさせた。

【発問の工夫】
○「これらの考えで同じところはどこで

すか。」と似ているところを考えさせ

る発問をすることにより、「かけ算」

の本質に迫るようにした。

ま

と

め

る

５

分

６ 本時のまとめをし、次

時につなげる。

Ｔ：感想を言ってください。

Ｃ：○○さんのやった全体から引く

という技がずごいから、ぼくもまね

したいと思います。

Ｃ：空いているところがあっても、

かけ算で答えが出るんだなと思いま

した。

Ｃ：私の考えと違うやり方で解いて

いて、びっくりしました。

【まとめ・振り返りの工夫】
○３段階で自己評価をし、口頭で感想を

述べさせた。その際、言語活動を充実

させるためにも「算数のことばボック

ス」の言葉を意識させた。

２ 成果と課題

【成果】

○算数で身につけさせたい言葉を集めた「算数のことばボックス」を活用したことで、意識して算数の言葉

を使おうとする姿が見られるようになった。

○１時間の学習課程の流れがはっきりしていることで、教師も児童も見通しが持て、活動がスムーズに進む

ようになった。

○深める活動での発問を工夫したことで、本時のねらいに迫ることができた。

○児童が自分の考えを図や式、言葉を使って表現することができるようになってきている。

○自己評価をマークにし、感想は口頭にしたのは低学年の発達段階に合っていてよかった。また、他の学習

場面でも、相手の話をしっかり聞いて自分の考えたことを言葉で表現しようとする姿が見られるようになっ

た。

【課題】

○二人学びなどの際の個人差（話す、書くなど）があるので、算数だけでなくいろいろな場面で手立てを工

夫していきたい。

○よりよい学習支援のため、T・T との打ち合わせの時間を確保していきたい。

○「算数のことば」を掲示する、色分けするなどして、工夫して活用していきたい。

これらの考えで、同じところはどこですか。

「算数のことばボックス」とは・・・

授業で出てきた「算数の言葉」をカ

ードにして箱にためていき、授業で

必要に応じて活用している。



【中学年部の取組】

１ 授業の実際 平成２４年１１月実施（第４学年）ＴＴ

（１）単元名「面積のはかり方と表し方」

（２）本時の学習

①目標 長方形を組み合わせた図形の面積を求め、説明することができる。

②展開

過程 学 習 活 動 児童の反応や TT の関わり 考 察

つ

か

む

５

分

１ 本時の問題を知る。

２ 本時のめあてをつかみ、

解決の見通しを持つ。

T：どちらが広いですか。

C：村岡先生の形が広い。

C：同じくらいに見える。

T：今までの学習で使えそうなこ

とはありますか。

C：分ければできそう。

T：分けると何が使えるんですか。

C：長方形の公式です。

T：長方形の公式を使ったり、分

けたり移動したりするとでき

そうですね。

【課題提示の工夫】
○Ｔ１とＴ２が同時に面積を提示す

ることで①前時までの復習、②短時

間での課題提示を可能にした。

○今までの形とは違うが、「分ける」

「移動する」ことで、長方形や正方

形の面積の公式を使って求められ

そうという見通しを持たせること

を目指した。

や

っ

て

み

る

10
分

３ 面積の求め方を考え

る。（自力解決）

【自力解決シート】

T：図の中に数字を入れたり、線を

入れたりして求めましょう。

（机間指導しながら）

T：すごいですね。１つの式を使

っている人がいます。習った

ことは使ってください。

【自分の考えをしっかり持たせる工夫】

○自力解決で戸惑っている児童には、

Ｔ１とＴ２で分担して個別指導を

行い、１つは考えを持てるようにし

た。

○考えが分かるように、図の中に数字

や線・矢印などを書き込むようにし

た。

○１つの式で立式している児童を賞

賛することで、１つの式で表すこと

を意識させた。

深

め

る

25
分

４ 考えを伝え合い、話し

合う。

【二人での学び合い】

【全体での学び合い】

考え方①※図も式も提示

T：二人学びをします。考えの少な

い人から説明して、考えが重なら

ないようにしましょう。

C1：（シートの図と式を結びつけな

がら）私は、横に分けて考えまし

た。上の長方形が２×３、下の長

方形が２×６なので２×３＋２

×６＝１８になって、答えは１８

㎠になりました。

C2：この２は図でいうとどこで

すか。

C１：横に分けたのでこの長方形の

縦の長さが２㎝になります。

T：では、何人かの人に考えを説明

してもらいたいと思います。

C１：私は、横に分けました。縦と

横の長さを調べて、計算すると、

式は３×２＋６×２＝１８にな

り、答えは１８㎠になりました。

C：分かりました。

【学び合いの方法の工夫】
○二人学びでは、全員発表の機会を作

ることにより、学習に主体的に参加

すると共に自分の考えを整理する

場となった。考えた数の少ない人か

ら説明し、もう一人は別の考えを説

明することで、多様な考えに触れる

ようにした。

○全体学びでは、発表の順序を児童が

分かりやすいと思われるものから

提示した。また、①式と図全て説明

②式だけ提示、③図だけ提示等提示

の仕方を工夫し、友達の考えを読み

取るようにした。

○児童から出にくいと予想した倍積

の考えをＴ２が式だけ提示し、新し

い考えに触れさせ、思考力を高め

た。

工夫して、次の形の面積を求めよう。



考え方②※式のみ提示

考え方③※図のみ提示

T２のゆさぶり※式のみ

５ 練習問題に取り組む。

T：同じ考えの人？違う分け方を

していた人もいましたね。

C2：ぼくは、こういう式になるよ

うに考えました。（４×６－３×

２）図はどうなると思いますか。

C：ぼくは、ないものをあると見

て考えたと思います。

T：ないところはどこですか。

C：右上です。

C３：私はこんな図にしました。ど

んな式になると思いますか。

C：３×６だと思います。

C3：私は移動させて考えました。出っ

ぱっている所をこっちに移動させた

ら、長方形ができました。

C：ぼくも同じ考えなんだけど、

なぜ出っぱっているところを

移動させたんですか。

C3：ここを移動させたらちょう

ど長方形になるからです。

T：この方法はできない時もあり

ますよね。

T２：私も考えました。式はこう

なりました。（６×６÷２）

どう考えたか分かりますか。

C：え～分からない。

T：これらの考えで似ているとこ

ろはどこですか。

C：面積の公式を使っている。

C：長方形をもとにしている。

T：今日のまとめはどうなりますか。

【発問の工夫】
○練り上げの場面では、出された考え

の共通点に目を向けさせ、長方形や

正方形の面積を基にするとよいこ

とに気づかせ、めあてに迫った。

○発表者は、１つの式で立式している

児童を選び、練り上げの終末に１つ

の式のよさを確認した。

○児童のつぶやきを板書することで、

「まとめ」につなげた。

【練習問題と発展問題】

○練習問題は、本時の問題と類似した

ものに取り組ませることで、１つの

式を意識して解決し、できる喜びを

味じわわせることができた。

○練習問題終了後、本時と違う複合図

形を提示し、①どの図形も長方形や

正方形の面積に帰着して考えるこ

とができること、②本時で学習した

考えの中でどの方法が適切かを撰

んで解くことの大切さにも触れる

ことができた。

ま

と

め

る

５

分

６ 本時のまとめと振り返り

をし、次時につなげる。

T：ノートに振り返りを書きましょ

う。

C：いろいろな考えがあってすごい

と思いました。ぼくは、分けるや

り方が一番分かりやすいと思いま

した。

【まとめ・振り返りの工夫】
○授業の感想を書かせることで、友達

の考えのよさや学習のまとめの再

確認ができ、本時の学習がさらに深

まった。

２ 成果と課題

【成果】

○「学び合い名人」を意識したことで学び合いが深まり、「ふり返り名人」を活用したことで質の高い振り

返りができるようになってきた。

○考えを１つの式にまとめることを意識し、評価にも入れたことで、子どもたちは１つの式のよさを感じ、

効果的に使えるようになってきた。

○T1 と T２の連携により、短くて効果的な課題提示をしたり個別指導を充実させたりすることができた。

○評価１を設けることで、全員に１つは考えを持たせようとする意識を持つことができた。

○評価２で質の高さを求めるのか、バリエーションの多さを求めるのか、教師がしっかり意識することで、

発問やまとめの言葉を精選することができた。

【課題】

○自力解決の際に必ず全員に考えを持たせるという意識で行っているが、途中でやめて練り上げに入るとい

うパターンも考えられる。授業に応じた使い分けを考えていきたい。

○本質に迫る発問「似ているところはどこですか。」「もとにしている考えは何ですか。」「一番簡単にできる

のはどれですか。」など本時の授業によって使い分けていくなどさらに研究を深めていきたい。

本質に迫る発問



【高学年部の取組】

１ 授業の実際 平成２４年１１月実施（第６学年）ＴＴ

（１） 単元名「比例をくわしく調べよう」

（２）本時の学習

①目標 比例の性質を活用し、考え方を明らかにしながら問題を解決することができる。

②展開

過程 学 習 活 動 児童の反応や TT の関わり 考 察

つ

か

む

８

分

１ 本時の問題を知る。

２ 本時のめあてをつかみ、

解決の見通しをもつ。

T：どうすればいいかな。

C：重さをはかる。

T：何と何が比例するのかな。

C：枚数と重さ。

T：何が分かればいいですか。

C：1 枚の重さ、30 枚の重さ

等

【課題提示の工夫】
○実際に用紙を提示し、関心をもつよ

うにする。

○実際に 10 枚、30 枚の重さを量り、

児童に伝えることで、解決の見通し

をもつことができた。

や

っ

て

み

る

10
分

３ 300 枚用意する方法を考

える。（自力解決）

T：工夫して方法を考えまし

ょう。言葉や式を使い、ノ

ートに考え方を書きましょ

う。

〈T２の関わり〉

T：１つの考え方で求められ

た人は、他のやり方も考え

てみよう。

C：よし、一つは考えられた

ぞ。他のやり方を考えよう。

〈児童の考えの把握〉

T：表の中に、考えの足あと

を残そう。

C：表の中に矢印や数を書い

て、自分の考えが分かるよ

うにしよう。

【自分の考えをしっかり持たせる工夫】

○様々な考え方が出るように、あえ

て表にたて線を入れず、シートを

工夫した。

○児童の反応を前もって予想して

おいたことで対応できた。T１は

児童の考え方の把握と発表の準

備を、T２はﾋﾝﾄｺｰﾅｰの設置をした

が、個別支援は必要だったものの

ﾋﾝﾄｺｰﾅｰを活用する児童はなく、

全員が自力解決に取り組むこと

ができた。

深

め

る

22
分

４ それぞれの考えを発表

し、話し合う。

〈二人での学び合い〉

C1：ぼくは表を横に見て考え

ました。

C2：わたしは表をたてに見

て、１枚の重さを求めて

考えました。

C1：この 3.2 という数字は何

ですか。

【学び合いの方法の工夫】
○二人学びでは、より多くの考えを広

げるために、まず考え方の少ない方

から発表し、その後もう一方が発表

するよう指示した。

○自分の考えを発表するだけでなく、

相手の考えを聞いて質問したり、感

想を返すことで、考えを深めるよう

に促した。

用紙 300 枚を数えないで

用意しましょう。

比例の考え方を使って、全部数えずに 300 枚用意する方法

を考えよう。



〈全体での学び合い〉

〈表を横に見て考える〉

〈表をたてに見て考える〉

５ 出した答えが適当か、確

かめてみる。

６ 練習問題を解く。

C3：○くんは表を横に見て枚

数が 30 倍になっている

から、重さも 30 倍にな

っていると考えていると

思います。

T：ここに 30 倍というのは、

どうやって出したのか

な。

C４：300÷10 で求められる

と思います。

T：４つの考えを２つになか

ま分けすると、どうなる

かな。

C：表を横に見る考え方と、

たてに見る考え方に分け

られます。

T：では、２つの考え方に共

通することは何かな。

C：どちらも比例の性質を使

って考えています。

T：じゃあ、960ｇの枚数は本

当に 300 枚あるのか、実

際に量ってみよう。

C：本当に 300 枚になるのか、

楽しみだな。

C：わあ、すごい。ほんとに

300 枚になったぞ。

T：では、練習問題を解いて

みよう。

○発表者が自分の考えを全部発表す

るのではなく、式だけを提示してど

う考えたのかを投げかけたり、表を

提示して式を考えさせたりするこ

とで、他の児童の思考も深まった。

【発問の工夫】
○まず出てきた４つの考えを２つに

なかま分け（表をたてに見る・横に

見る）し、本時のねらいにせまるた

めに、その両方に共通することは何

かを考えさせたところ、「どちらも

比例の性質を使って考えている」と

いう言葉を導き出すことができた。

ま

と

め

る

５

分

７ 本時のふり返りをし、次

時につなげる。

T：今日の学習の感想を発表

してください。

C：比例の性質を使うと、数

えなくてもおよその枚数を

求めることができました。

C：比例の性質を、生活の中

で生かしていきたいです。

【まとめ・振り返りの工夫】
○わかったこと、気がついたこと、次

に考えてみたいこと、友だちの考え

を聞いて思ったことなどの視点で

学習活動をふり返っての感想を書

かせたことで、児童の変容などをつ

かむことができた。

２ 成果と課題

【成果】

○学習過程にそった言語活動の在り方が明確になったことで、授業が組み立てやすくなった。

○２人学びや全体学びでは「話し合いマニュアル」を明示したことで、学び合いの仕方が身についてきた。

○全体学びにおいては、発表の仕方を工夫（表から式、式から表を考えるなど）したことで、学び合いが少

しずつ深まってきた。

○T2 の動きや T1 との関わり合い方が充実し、TT の効果的な授業の在り方が見えてきた。

【課題】

○２人学びにおいて、ペアの実態が様々であるため、状況に応じた手立てをさらに工夫していく必要がある。

○全体での学び合いにおいては、教師側の本質に迫る発問を工夫したり、子どもたち同士での言語活動をよ

り一層充実させたりして、子どもたちから出た考えにより深まりや広がりをもたせていきたい。

ぼくの表はまだ完成していま

せん。誰かぼくの考えが分か

る人はいませんか？

○さんは１枚の重

さを求めて、それ

を 300 倍したと思

います。



２ 言語活動のスキルを育成するための工夫（仮説２の検証） 

 （１）国語科における言語活動との関連 

  学習指導要領解説「国語編」に「思考力、判断力、表現力を育成するために、言語活 

動の充実を図る。国語科はその中核となる教科である。」と示されている。そこで、国 

語科における言語活動を基盤として、算数科における言語活動の充実を図るようにした。 

まず、学習指導要領解説「国語編」に示された「話すこと」「聞くこと」「話し合うこ

と」の具体的な指導事項をもとにして「算数科における言語活動」の内容を精選し、「国

語科との関連表」を作成した。【資料１０】 

    また、その関連表をもとにして、算数科における言語活動を各段階ごとに示し「算数

科における言語活動一覧表」を作成した。【資料１１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）言語活動における伝え合う・学び合う・深め合う活動のためのマニュアル作り 

    言語活動を充実させるためには、児童が言語活動を行うためのスキルを身に付けるこ

とが必要である。そこで、「算数科における言語活動一覧表」をもとにして、「深める」

段階における学び合いについての具体的なマニュアルを作成した。【資料１２】 

「学び合い名人」として低学年用、中・高学年用に段階を分けて作成し、各教室に掲示

 
【資料１０ 国語科との関連表】 【資料１１ 算数科における言語活動一覧表】 

 



し、児童が学び合いを行う時に参考にできるよ 

うにした。 

（３）言語活動の充実を図る環境づくり 

  ① 言語環境について 

    自分の考えを友達に説明する際に、「算数の言 

葉」を使って分かりやすく説明することが相手 

を意識することにつながると考え、各学年の 

「算数の言葉」を洗い出し、一覧表を作成し 

た。【資料１３】教師自身が授業の中で意識的 

に使うことで環境を整えるようにした。 

  ② 朝の時間の計画的活用について 

    毎週火曜日の朝の時間を「言語活動の時間」 

として設定し、計画的に活用するようにした。 

 １学期は、根拠をもとにして考えを述べる文 

章を書く活動、２学期は、授業の一場面を取り 

出し、具体的に練習するようにした。 

  ③ 算数コーナーについて 

    各教室、廊下に「算数コーナー」を設け、学 

習した内容に関わる教材や児童のシートなどを 

掲示するようにした。【資料１４】 

     

   

 

 

 

 

 

 

 
【資料１２ 学び合い名人】 

 
【資料１３ 算数の言葉一覧表】 

 

【資料１４ 算数コーナーの例】 



Ⅴ 研究の成果と課題 

 １ 成果 

 （１）授業における言語活動の工夫について 

   ○ 既習事項と関係づけて課題提示することで、「できそうだ」「やってみたい」という

見通しを持たせ、自力解決への意欲を高めることができた。  

   ○ 自分の考えを表現する場を十分にとり、Ｔ１とＴ２で連携して個別指導に当たるこ

とで、図や式、言葉などで表現することができるようになってきた。 

   ○ 学び合いの際、式だけ示して図を考えさせる、図だけ示して式を考えさせるなどパ

ターンを変えて提示することで、児童の思考を深めることができた。  

 （２）言語活動のスキルを育成するための工夫について 

   ○ 学び方のマニュアルにより、自分の考えを説明したり、 共通点や相違点に気をつけ

て友達の考えを聞いたりすることができるようになった。 

   ○ 算数の言葉をためておく「算数の言葉ボックス」を活用したことで、意識して算数

の言葉を使おうとする姿が見られるようになった。 

   ○ 国語科との関連を図って算数における言語活動を明確にしたことで、授業の流れが

明確になってきた。  

 ２ 課題 

 （１）授業における言語活動の工夫について 

   ○ 図と式を対応させて考える力が十分ではないので継続して指導していく必要がある。 

   ○ 全体での学び合いを深めるために、さらに発問の工夫が必要である。また、考え方

のよさにふれるような話し合いも取り入れていきたい。 

   ○ ２人での学び合いにおいて、ペアの実態に応じた手立てをさらに工夫していきたい。  

  （２）言語活動のスキルを育成するための工夫について 

   ○ 言語活動のマニュアルをもとにスキルを身に付けているが、そこには「相手がいる」

ということをさらに意識させていく必要がある。  


